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木津川市の家計簿

266,528

122,156

23,816

35,828

給与
（市税、各種譲与税、交付金など）

親からの仕送り
（国庫・府支出金など）

ローンの借入
（市債）

貯金からの引出し
（繰入金・繰越金）

令和４年度 令和３年度市民ひとりあたりの収入
（歳入）

合　　　計

（単位：円）

448,328

252,877

133,887

33,425

18,941

439,130

63,045

91,587

64,411

27,937

48,101

40,926

74,632

12,790

食費
（人件費）

医療費、学費など
（扶助費）

光熱水費、日用品費
（物件費）

子どもへの仕送り
（繰出金）

貯金・投資
（積立金、投資及び出資金）

家の修繕・増改築費
（維持補修費、普通建設事業費、災害復旧事業費）

ローンの返済
（公債費）

町内会費、サークル活動など
（補助費等）

令和４年度 令和３年度市民ひとりあたりの支出
（歳出）

合　　　計

（単位：円）

423,429

62,608

105,668

60,319

27,877

49,518

40,869

68,566

5,313

420,738
※金額は、令和４年度と令和３年度の決算額を各年度
中１月１日時点の人口で割ったものです。

令和5年1月1日現在の木津川市全人口 80,109人
令和4年1月1日現在の木津川市全人口 79,708人
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木津川市の家計簿

収支のバランスを見て、
私たちの住むまちを
良くするために、

必要なことにお金を使う
ことが大切です。

木津川市の１年間の
収入と支出を一般家庭の家計簿に例えて紹介します。
令和４年度の一般会計決算額を市民１人あたりにすると、

約42万円のお金を使ったことになります。
わが家では、給与が約27万円で、支出は約42万円でした。
そこで、親から約12万円の仕送りを受けて、さらにローン
約２万円を借り入れましたが、まだ不足する約４万円は

貯金を引き出して、やりくりしました。

木津川市の木津川市の木津川市の
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木津川市の収入状況は じ め に

令和４年度　木津川市決算一覧
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　「木津川市の収入にはどのようなものがあるのか」という視点で、令和４年度一般会計決算から収入の状況を紹
介します。
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
旧北村旧兎並村旧里村財産区特別会計
旧加茂町財産区特別会計
旧瓶原村財産区特別会計
旧当尾村財産区特別会計
旧木津町準財産区特別会計

合            計
※水道事業会計および公共下水道事業会計の収支不足分については、内部留保資金等で補てんしています。
　端数処理のため、合計と差引額が一致しない場合があります。

※市民１人あたりの市税収入額は、市税総額を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

※「国府支出金、交付金」の中には、皆さんがお買い物されたときに支払う消費税のうち、地方消費税分16億5,720万円の交付金があります。
　この交付金のうち税率引上げ分10億2,679万円は、すべて児童福祉や健康増進などの社会保障施策のために使いました。

公共下水道
事業会計

水道事業会計

差  引  額歳　　出歳　　入会   計   別

特
　
　別
　
　会
　
　計

公
営
企
業
会
計

一　般　会　計

収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）
収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）

（単位：万円）

一般会計

　地方公共団体は、市民の皆さんから納めていただいた税金などを財源として、いろいろな事務・事業（仕事）を行っ
ています。
　年度の始まる前に仕事の計画とそれに必要な経費や財源について、１年間の収支計画である「予算」を作成し、
年度が終わった後に、予算で決められたお金の使い道に沿って、実際にどのようにお金が使われたか法律に基づき
明らかにしなければなりません。このような１年間の収入と支出の実績を「決算」といいます。
　木津川市では、市民の皆さんから納めていただいた税金がどのように使われているのか、木津川市の財政がどの
ような状況にあるのかを知っていただくために、「木津川市決算のあらまし（木津川市の家計簿）」を作成しています。

　木津川市のおサイフ（会計）は、わかりやすい会計を行うために、一般会計のほかに特別会計と公営企業会計に
分かれています。このおサイフごとにそれぞれ１年間の収入と支出の計画である「予算」をたてて事務・事業を行っ
ています。この冊子では、一般会計の決算を中心に説明します。

福祉や教育、道路整備
など、基本的な行政
サービスを提供するた
めの会計

公営企業会計
水道、下水道事業を行
うため、民間企業と同
じ経理方式で運営する
会計

特別会計
国民健康保険など、
一般会計と区別する
必要がある特定の収
入をもって特定の事
業を行うための会計

①　【市税】　104.5億円
　　　市民の皆さんから納めていただいた税金
②　【繰越金】　14.6億円
　　　前年度から繰り越されたお金
③　【繰入金】　14.0億円
　　　積み立てた基金や特別会計から受け入れたお金
④　【使用料・手数料など】　6.6億円
　　　施設の使用料や行政サービスの手数料など
⑤　【その他】　8.6億円
　　　木津川市の財産を売ったり貸したりした収入など

自主財源 148.3億円木津川市が自主的に収入できる財源

一般会計歳入決算 歳入のうち、市民の皆さんから納めていただいた市税は約３割です。
半分以上は国や府からのお金（国府支出金）や借金（市債）などです。

⑥　【国府支出金、交付金】　191.6億円
　　　国や府から交付されたお金
⑦　【市債】　19.1億円
　　　施設整備などのために借り入れたお金

依存財源 210.7億円国や府から交付される財源

収入総額
359.0億円

自主財源
　148.3億円
　　41.3%

依存財源
　210.7億円
　　58.7%

①

②

⑤
⑥

⑦

③

④

●３種類のおサイフ（会計）

　土地や家屋にかかる固定資産税と個人市民税の割合が大きく、あわせて約８割を占めています。また市民１人あ
たりの市税収入は約13万円となっています。

●市税の中身

市税収入額 市民１人あたりの市税収入額

都市計画税、軽自動車税など固定資産税
法人市民税個人市民税

− 1−



木津川市の収入状況は じ め に
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木津川市の支出状況 基金（＝貯金）の残高
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　木津川市が使ったお金を「どのような経費に使ったか」、「何のために使ったか」という２つの視点で、令和４年度一
般会計決算から支出の状況を紹介します。

※【性質別】一般会計歳出決算は地方財政状況調査に基づくため、令和４年度一般会計歳出決算額とは一致しません。

①　【扶助費】　73.4億円
　　　こども、高齢者、障がい者、生活困窮者などを支援する費用
②　【人件費】　50.5億円
　　　市職員の給料や手当、各種委員報酬などの費用
③　【公債費】　32.8億円
　　　借り入れたお金の返済のための費用

義務的経費 156.7億円
法令や性質により支出が
義務付けられている経費

どのような経費に使ったか
【性質別】一般会計歳出決算

何のために使ったか
【目的別】一般会計歳出決算

扶助費、人件費、公債費のような必ず支払わなければいけない経費（義務的
経費）の割合が大きいほど、財政の硬直化が進んでいることを示します。

子育てや福祉、道路の整備、教育、健康増進など幅広い分野にお金が
使われています。

④　【補助費等】　59.8億円
　　　公営企業や一部事務組合などへの各種負担金や補助金などの費用
⑤　【物件費】　51.6億円
　　　物品の購入費用など消費的性質の経費
⑥　【投資的経費】　34.5億円
　　　道路や学校など公共施設等整備や災害復旧事業の費用
⑦　【繰出金】　22.4億円
　　　特別会計に支出する費用
⑧　【その他】　14.2億円
　　　公共施設等の維持補修費や基金への積立金などの費用

義務的経費以外 182.5億円支出総額
339.2億円

義務的経費
　156.7億円
　　46.2%

義務的経費以外
　182.5億円
　　53.8%

①

②⑤

⑥

⑦
⑧

③④

【その他】
産業振興・消防・防災などに

【民生費】
子育て・福祉・医療費助成に

【教育費】
学校教育・社会教育に

【総務費】
市役所の管理運営などに

【衛生費】
健康増進・環境衛生に

【公債費】
借り入れたお金の返済に

【土木費】
道路・河川・公園などの整備、管理に

※一般会計に属する基金の残高です。
　市民１人あたりの基金現在高は、基金総額を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　木津川市にも貯金があり、「基金」と呼んでいます。基金はそれぞれ目的が決まっており、その目的のために積
み立てたり、取り崩したりしています。
　木津川市の基金には、公共施設などの整備の円滑化と促進を図るための基金である「公共施設等整備基金」、ご
み減量と再資源化を進め、次世代に豊かな自然環境を継承する事業の推進を図るための基金である「循環型社会推
進基金」、学研木津北地区の里地里山保全事業を円滑かつ効率的に行うための基金である「学研木津北地区里地里
山保全基金」、令和４年度に過疎地域に指定された加茂地域の持続的発展特別事業に要する経費の財源を確保する
ための基金である「過疎地域持続的発展基金」、下記で説明する「財政調整基金」などがあります。

　令和４年度では、「公共施設等整備基金」を活用し小学校の増改築などを行いました。また、環境の森セ
ンター・きづがわを建設した際の借入金を返済するために「清掃センター建設整備基金」を、普通交付税合
併算定替特例措置の終了による市民サービスへの影響を緩和するために「合併算定替逓減対策基金」を計画
的に活用したことなどによって、年度末残高が減少しました。

●木津川市の貯金「基金」

基金現在高 市民１人あたりの基金現在高

※市民１人あたりの財政調整基金現在高は、現在高を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　「財政調整基金」は、年度ごとの収支のバランスを調整するために取り崩したり、予期せぬ収入の減少や
思わぬ支出の増加に備えて前年度決算剰余金などを積み立てたりしている基金です。令和４年度も令和３年
度に引き続き、年度末残高が増加しました。

財政調整基金現在高 市民１人あたりの財政調整基金現在高
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　木津川市が使ったお金を「どのような経費に使ったか」、「何のために使ったか」という２つの視点で、令和４年度一
般会計決算から支出の状況を紹介します。

※【性質別】一般会計歳出決算は地方財政状況調査に基づくため、令和４年度一般会計歳出決算額とは一致しません。

①　【扶助費】　73.4億円
　　　こども、高齢者、障がい者、生活困窮者などを支援する費用
②　【人件費】　50.5億円
　　　市職員の給料や手当、各種委員報酬などの費用
③　【公債費】　32.8億円
　　　借り入れたお金の返済のための費用

義務的経費 156.7億円
法令や性質により支出が
義務付けられている経費

どのような経費に使ったか
【性質別】一般会計歳出決算

何のために使ったか
【目的別】一般会計歳出決算

扶助費、人件費、公債費のような必ず支払わなければいけない経費（義務的
経費）の割合が大きいほど、財政の硬直化が進んでいることを示します。

子育てや福祉、道路の整備、教育、健康増進など幅広い分野にお金が
使われています。

④　【補助費等】　59.8億円
　　　公営企業や一部事務組合などへの各種負担金や補助金などの費用
⑤　【物件費】　51.6億円
　　　物品の購入費用など消費的性質の経費
⑥　【投資的経費】　34.5億円
　　　道路や学校など公共施設等整備や災害復旧事業の費用
⑦　【繰出金】　22.4億円
　　　特別会計に支出する費用
⑧　【その他】　14.2億円
　　　公共施設等の維持補修費や基金への積立金などの費用
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339.2億円

義務的経費
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　　46.2%

義務的経費以外
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　　53.8%
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【総務費】
市役所の管理運営などに

【衛生費】
健康増進・環境衛生に

【公債費】
借り入れたお金の返済に

【土木費】
道路・河川・公園などの整備、管理に

※一般会計に属する基金の残高です。
　市民１人あたりの基金現在高は、基金総額を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　木津川市にも貯金があり、「基金」と呼んでいます。基金はそれぞれ目的が決まっており、その目的のために積
み立てたり、取り崩したりしています。
　木津川市の基金には、公共施設などの整備の円滑化と促進を図るための基金である「公共施設等整備基金」、ご
み減量と再資源化を進め、次世代に豊かな自然環境を継承する事業の推進を図るための基金である「循環型社会推
進基金」、学研木津北地区の里地里山保全事業を円滑かつ効率的に行うための基金である「学研木津北地区里地里
山保全基金」、令和４年度に過疎地域に指定された加茂地域の持続的発展特別事業に要する経費の財源を確保する
ための基金である「過疎地域持続的発展基金」、下記で説明する「財政調整基金」などがあります。

　令和４年度では、「公共施設等整備基金」を活用し小学校の増改築などを行いました。また、環境の森セ
ンター・きづがわを建設した際の借入金を返済するために「清掃センター建設整備基金」を、普通交付税合
併算定替特例措置の終了による市民サービスへの影響を緩和するために「合併算定替逓減対策基金」を計画
的に活用したことなどによって、年度末残高が減少しました。

●木津川市の貯金「基金」

基金現在高 市民１人あたりの基金現在高

※市民１人あたりの財政調整基金現在高は、現在高を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　「財政調整基金」は、年度ごとの収支のバランスを調整するために取り崩したり、予期せぬ収入の減少や
思わぬ支出の増加に備えて前年度決算剰余金などを積み立てたりしている基金です。令和４年度も令和３年
度に引き続き、年度末残高が増加しました。

財政調整基金現在高 市民１人あたりの財政調整基金現在高
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健全化判断比率の状況市債（＝借金）の残高

0

10

30

40

50

60

H30

38.14
42.53 41.92 40.80 39.89

R1 R2 R3 R4（年度）

（万円）

　令和４年度は、小学校の増改築や改修などのため、19億円以上の市債を借り入れましたが、31億円以上
の返済を行ったため、市債残高は減っています。

※一般会計における市債残高、基金残高、交付税算入見込額です。
　市民１人あたり市債残高は、残高を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　道路の整備や学校などの公共施設を建設するときには、「市債」という借金をしています。借りたお金は整備し
たものの耐用年数を考慮し、返済していきます。
　ここでは、令和４年度の木津川市の借金の残高（市債残高）を紹介します。

●木津川市の借金「市債」
　地方自治体の財政破綻を未然に防ぐために、財政の健全度を客観的に判断す
る指標として「健全化判断比率」の公表が法律で義務付けられています。
　ここでは、全部で４つある健全化判断比率のうち、２つをピックアップして、
令和４年度の数値を紹介します。

○借金の返済額などが財政規模に対し、どの程度なのか
を示す指標です。比率を高めないためにも、計画的な
市債の借り入れが必要です。
○国が定める早期健全化基準（25.0％）を大きく下回っ
ており、財政の健全性が保たれているといえます。

●財政の健全度を示す健全化判断比率

　上で紹介した指標のほかに、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」という指標があります。木津川市では、両
指標とも黒字となっており、数値はありません。また、健全化判断比率の公表が定められた平成20年以降、すべ
ての健全化判断比率で国が定める基準を下回っており、健全財政を維持しています。

●健全化判断比率の推移

　公共施設などの建設にはたくさんのお金がかかりますが、その年度だけで支払ってしまうと他の行政サービスが
十分にできなくなってしまうおそれがあります。また、施設は長期間にわたり使いますので、市債を活用して負担
を平準化することで、今住んでいる市民だけでなく、将来施設を利用する市民も含めて負担を平等にしています。
　また、学校の建設や道路の整備など国が進める事業を行うための市債には、返済費用の一部を国が地方交付税で
負担してくれるものもあります。この制度を使えば、実質的に木津川市にとっては返済にかかる負担が減ることに
なります。
　令和４年度決算における一般会計の市債残高約305.5億円に対する実質的な借金は、市債残高から交付税算入額
を差し引いた約88億円となります。

●借金をする理由

市債残高・基金残高・交付税算入見込額 市民１人あたりの市債残高
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○市債を使わないで事業を行うと・・・
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現在の市民 将来の市民 現在の市民 将来の市民

現在の市民が建設費用を全額負担。
将来の市民は負担なし。

○市債を使うと・・・

将来の
市民負担

市民負担 市民負担 市民負担 市民負担

将来の市民も平等に建設費用を負担。

令和４年度（３か年平均）：9.5％

家計に例えると

実質公債費
比率

年間の
借金返済額

年収
＝

○借金や複数年にわたる契約により約束された支払いな
ど、将来支払わなければならない債務が財政規模に対
し、どの程度なのかを示す指標です。

○国が定める早期健全化基準（350.0％）を大きく下回っ
ています。

　今後も注意しながら健全化の取り組みを進めていきま
す。

将来負担比率

令和４年度：2.5％

家計に例えると
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比率
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健全段階となっています。

− 5−



©木津川市

健全化判断比率の状況市債（＝借金）の残高

0

10

30

40

50

60

H30

38.14
42.53 41.92 40.80 39.89

R1 R2 R3 R4（年度）

（万円）

　令和４年度は、小学校の増改築や改修などのため、19億円以上の市債を借り入れましたが、31億円以上
の返済を行ったため、市債残高は減っています。

※一般会計における市債残高、基金残高、交付税算入見込額です。
　市民１人あたり市債残高は、残高を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　道路の整備や学校などの公共施設を建設するときには、「市債」という借金をしています。借りたお金は整備し
たものの耐用年数を考慮し、返済していきます。
　ここでは、令和４年度の木津川市の借金の残高（市債残高）を紹介します。

●木津川市の借金「市債」
　地方自治体の財政破綻を未然に防ぐために、財政の健全度を客観的に判断す
る指標として「健全化判断比率」の公表が法律で義務付けられています。
　ここでは、全部で４つある健全化判断比率のうち、２つをピックアップして、
令和４年度の数値を紹介します。

○借金の返済額などが財政規模に対し、どの程度なのか
を示す指標です。比率を高めないためにも、計画的な
市債の借り入れが必要です。
○国が定める早期健全化基準（25.0％）を大きく下回っ
ており、財政の健全性が保たれているといえます。

●財政の健全度を示す健全化判断比率

　上で紹介した指標のほかに、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」という指標があります。木津川市では、両
指標とも黒字となっており、数値はありません。また、健全化判断比率の公表が定められた平成20年以降、すべ
ての健全化判断比率で国が定める基準を下回っており、健全財政を維持しています。

●健全化判断比率の推移

　公共施設などの建設にはたくさんのお金がかかりますが、その年度だけで支払ってしまうと他の行政サービスが
十分にできなくなってしまうおそれがあります。また、施設は長期間にわたり使いますので、市債を活用して負担
を平準化することで、今住んでいる市民だけでなく、将来施設を利用する市民も含めて負担を平等にしています。
　また、学校の建設や道路の整備など国が進める事業を行うための市債には、返済費用の一部を国が地方交付税で
負担してくれるものもあります。この制度を使えば、実質的に木津川市にとっては返済にかかる負担が減ることに
なります。
　令和４年度決算における一般会計の市債残高約305.5億円に対する実質的な借金は、市債残高から交付税算入額
を差し引いた約88億円となります。

●借金をする理由
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その他の財政指標 令和４年度の主な事業

©木津川市

新たに設置した普通教室

あそびでつながるプレイ
フルパークのようす 教員用タブレット端末

完成した木津小学校新校舎

　健全化判断比率のほかに、木津川市の財政状況をあらわす様々な指標があり
ますが、ここでは、財政の余裕を示す「経常収支比率」と「財政力指数」につ
いて紹介します。

　人口が８万人に到達した令和４年度は、第２次木津川市総
合計画に基づき、子育て支援、児童数の急増対応、施設老朽
化の対応などの事業を行いました。Ｗｉｔｈコロナに向け、こ
れまで中止していたイベント等が感染症対策を行いながら少
しずつ動き出したことも特徴的です。
　一方、新型コロナウイルス感染症対策として国が進めるワ
クチン接種や給付金事業を引き続き行うとともに、原油価格・
物価高騰対策として市民や事業者の皆さんへの支援にも取り
組みました。
　それでは、第２次木津川市総合計画に掲げる７つの基本方
針に沿って紹介します。

○市税や普通交付税など経常的な収入に対して毎年経常的に支払いがあるものに使ったお金の割合です。比率が高
いほど、新たな行政サービスを行う余裕がないことを示します。

○経常収支比率は平成28年度決算をピークに改善し
ていましたが、令和４年度はさまざまな市民サービ
スや行政運営に必要なお金が増えたため悪化しまし
た。改善のためには、収入を増やす努力や生活費を
節約していくことが重要です。

　遊具を活用した遊びを通じて、こどもたちの健や
かな成長とこどもや保護者の交流を促進する、あそ
びでつながるプレイフルパークを開催しました。

経常収支比率

令和４年度：91.3％

家計に例えると

経常収支
比率

食費や家賃など
生活の中で必ずかかる費用

給料などの収入
＝

○国が定める基準による標準的な行政サービスにかかるお金を、どれくらい自分の収入（市税など）でまかなえて
いるかを表す指標です。値が大きいほど財政力が強く、１より小さいとお金が不足している状態として、国から「普
通交付税」が交付されます。

財政力指数

令和４年度（３か年平均）：0.608

高
い
ほ
ど
余
裕
が
な
い

○標準的な行政サービスにかかるお金が年々増えてお
り、必要なお金を自分の収入（市税など）だけでは
まかなえていないため、普通交付税の交付を受けて
います。

家計に例えると

財政力
指数

給料など

標準的な生活に
必要な費用

＝高
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
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0.000
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0.700
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0.900

0.6080.643 0.645

0.652 0.655 0.654 0.653

0.647 0.644 0.626

基本
方針1 ともに「学び」「喜び」「成長し」

未来を生きる子どもを育むまちづくり
子育てイベントの開催

486万円

　児童生徒一人ひとりの学力向上を目指し、小中学
校でデジタル教材などを活用してICT教育を推進しま
した。また、児童のタブレット端末持ち帰り学習に
対応するため、放課後児童クラブのネットワーク環
境を整備しました。

　児童の安全確保と快適な学校生活が過ごせるよう、
木津小学校新校舎の改築、相楽小学校中校舎長寿命
化改修・南校舎改修・北校舎の解体を行いました。

ICT教育の推進と放課後児童クラブ通信ネッ
トワーク環境整備 3億9,100万円

　児童急増対策として、ふたば学舎の増設工事を行
い、新たに普通教室や多目的室、会議室等を設置し
ました。

城山台小学校の校舎増築
3億9,002万円

木津小学校と相楽小学校の校舎改築・改修
15億8,895万円

令和４年度の
主な事務、事業
を紹介します。

令和４年度は、
経常収支比率・財政力指数
ともに悪化しました。
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市民まつり2022で
打ち上げられた花火

州見台の立地企業

補修工事に着手した芦原谷橋

京丹後市との連携イベントのようす

記念イベントのようす

調査のようす

改修工事設計を行った中央交流会館

　荒天や感染症対策など
で中止となっていた市民
まつりを５年ぶりに開催
しました。

市民まつり2022の開催
862万円

　農村環境を守るため、５橋の農道橋りょうの補修
設計を行い、
芦原谷橋・小
渋川橋の補修
工事に着手し
ました。

基本
方針4 人・資源・立地を活かし、未来を拓く産業のまちづくり

農道橋りょうの補修
1,625万円

　まちびらき50周年を迎えた平城・相楽ニュータウ
ンの記念イベントのため、費用を負担しました。

　友好都市である京丹後市との交流を促進するため、
新たに木津川市
京丹後市友好都
市プロジェクト
推進協議会を設
立し、京丹後市
での宿泊費用を
補助しました。

平城・相楽ニュータウンまちびらき50周年記
念イベント 29万円

　企業立地を進めることで地域経済の活性化と雇用
の創出を促すため、市内に事業場を設置する企業10
社に対して助成
金を交付しまし
た。

企業立地促進事業助成金
9,954万円

木津川市京丹後市友好都市プロジェクト推進
協議会の設立 14万円

　平成30年度から実施していた現光寺・大智寺所蔵
資料の調査を完了し、「現光寺・大智寺資料調査報告
書」をまとめま
した。調査成果
は、奈良国立博
物館で開催され
た特別展にも活
用されました。

現光寺・大智寺所蔵資料の調査
589万円

当尾文化祭で展示された作品

　経年劣化による雨漏りの防止など、施設の長寿命
化を図るため、
屋根及び外壁等
改修工事を行い
ました。また、
空調機の故障に
より改修工事を
行いました。

基本
方針3
やすらぎコミュニティセンター・山城保健センターの
屋根及び外壁等長寿命化改修工事等 5,579万円

　３年ぶりの人
権文化のつどい・
キラリさわやか
フェスタの開催
や女性センター
講座、相談業務
などを行い、人
権啓発事業や男
女共同参画事業
を推進しました。

　当尾の郷会館を活動拠点として、５組のアーティ
ストが制作活動を行い、当尾地域の活性化に取り組
みました。

人権啓発事業・男女共同参画事業の推進
790万円

　外国人の方に対する生活支援や相談窓口、国際交
流活動などを担
うため、ベトナ
ム社会主義共和
国出身の国際交
流員１名を招致
しました。

国際交流員の招致
308万円

「当尾の郷会館CREATION PROJECT」によ
る地域活性化 129万円

一人ひとりが認め合い、力を発揮できるまちづくり

　障がいがある方の日常生活や社会生活を支援する
ため、障害福祉サービス費の支給や、身体機能の補
完または代替する福祉用具である補装具の購入等費
用を助成しました。

基本
方針2 誰もが生き生きと、生涯元気で暮らせるまちづくり

障害福祉サービス等の給付
15億4,894万円

　生涯学習活動が行われている社会教育施設をより
安全で利用しやすい施設にするため、中央交流会館
の改修工事設計や加
茂文化センターの舞
台吊物改修工事など、
老朽化している施設
の改修を計画的に進
めました。

社会教育施設の改修・長寿命化
4,235万円

改修を行ったやすらぎコミュニティ
センター・山城保健センター

広報きづがわでもおなじみのリンさん

人権文化のつどい・キラリさわやか
フェスタのようす
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地籍調査を行った城陽井手木津川バイパス

防災士養成講座のようす

　災害発生時のスムーズな安否確認等に備え、避難
行動要支援者名
簿・個別計画の
整備や、未登録
の対象者への登
録促進を行いま
した。

基本
方針5
避難行動要支援者名簿の整備・登録促進

44万円

　橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうな
どを点検し、横
断歩道橋とトン
ネルの長寿命化
修繕計画を策定
しました。また、
令和３年度に着
手した柳原橋架
替工事を完了し
ました。

　地域住民が防災と減災の知識や技能を身につけ、
地域全体の防災
意識を向上させ
るため、防災士
養成講座を開催
しました。令和
４年度は49人
が受講されまし
た。

橋りょう点検修繕
9,730万円

　防災情報メールまたは
市公式ＬＩＮＥアカウン
トの登録者に電子マネー
5,000円相当を付与し、
デジタルによる情報発信
の推進と防災意識の向上
を図りました。

木津川市スマート防災普及事業
1億3,974万円

防災士養成講座の開催
309万円

災害などから市民を守り、安心・安全に暮らせるまちづくり

　ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業に必要な土
木・軌道工事・電気
設備工事などに対し
て、費用を負担しま
した。令和５年３月
の開業により、京都
駅から木津駅までの
間の複線化率は約
64％になりました。

基本
方針6 快適で住みよい生活環境と、豊かな自然に恵まれたまちづくり

ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業負担金
3億6,127万円

　城陽井手木津川
バイパス事業が円
滑に進むよう、令
和２年度に開始し
た地籍調査業務を
推進しました。

広域道路網の整備
2,953万円

高速化・複線化を進めるJR奈良線

要介護認定３以上の方や
重度障がいの方などが対象です。

災害への備えに登録を！

架替工事が完了した柳原橋

外壁等改修工事を行った本庁舎

兜谷公園では、計画に基づき令和５年度に舗装工事を行います。

現在、マイナンバーセンターは市役所本庁に移転しています。

　歩行者と車両の安全な通行を確保するため、木津
駅前東線と木津高校を結ぶ木津内田山線を整備しま
した。また、木津
川台地域と近鉄木
津川台駅をつなぐ
横断歩道橋の整備
のため、工事ヤー
ドの確保などを行
い、工事に着手し
ました。

地域内生活道路の整備（木津内田山線、木津
川台駅前線） 1億1,191万円

　市が管理する
都市公園の計画
的な補修、更新
を図るため、公
園施設長寿命化
計画を策定しま
した。

公園施設長寿命化計画の策定
1,313万円

　庁舎長寿命化
のため令和３年
度に着手した市
役所本庁舎の外
壁等改修工事を
完了しました。

基本
方針7 効果的・効率的な行政運営と市民に開かれたまちづくり

本庁舎外壁等改修
5,862万円

イオンモール高の原に木津川市マイナンバーサービ
スセンターを設置
し、マイナンバー
カードの普及促進
と市民サービスの
向上に取り組みま
した。

マイナンバーカードの交付推進
7,137万円

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止し、
市民の生命と健康を守るため、新型コロナウイルス
ワクチン接種を行いました。

新型コロナウイルス感染症・物価高騰対策にかかる事業

新型コロナウイルスワクチン接種
7億5,299万円

　バス内での密を避けるため、小中学校の校外行事
のバスを増車しました。

校外行事での感染症対策
1,772万円

工事が進む木津川台駅前線
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都市計画税に関係する事業

当金庫のキャッシュカードで当金庫
ATMをご利用の場合、ATM入出金手
数料が終日無料!
木津川梅美台
出張所 ☎0774-72-4411

これからも・いっしょ・なら・ワクワク

65,619
16,766
82,385

公共下水道事業会計への負担金
都市計画事業に充当した市債の償還金

事　業　の　内　訳 歳出額
（単位：万円）

歳　出　合　計

82,385
43,658
82,385

一般財源
財　源　の　内　訳 歳入額

（単位：万円）

歳　入　合　計
うち都市計画税

※市民１人あたりの都市計画税は、税額を各年度中１月１日時点の人口で割ったものです。

　都市計画税は、市街化区域内に土地や建物を所有される方に課税される税金です。これは、市街化区域内で行わ
れる道路や下水道のインフラ整備などに必要な費用をまかなう目的で課税しています。
　税率は、上限0.3％ですが、木津川市では、0.15％としています。

●都市計画税

　市民の皆さんから納めていただいた都市計画税４億3,658万円は、一般財源８億2,385万円に含め、下水道の整
備や都市計画事業のために借りた借金の返済に活用しています。
　今後の都市計画事業については、都市計画マスタープランを基本として実施していきます。

●実施している都市計画事業

都市計画税 市民1人あたりの都市計画税

0
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4（年度）

1

2

3

4

5
（億円）

4.374.37

3.653.65 3.803.80 3.903.90 4.114.11 4.194.19 4.204.20 4.294.29 4.394.39 4.324.32

0 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4（年度）

1,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（円）

5,450

5,052 5,199
5,250

5,464 5,492 5,436 5,490 5,553 5,415

下水道の整備（６億5,619万円） 借金の返済（１億6,766万円）

子育て世帯生活支援特別給付金
9,100万円

　新型コロナウイルス感染症や原油価格、物価高騰
等による様々な影響を受けている子育て世帯の支援
のため、子ども・若者応援給付金を支給しました。

　原油価格・物価高騰に直面する農業者の負担を軽
減し、農業経営の安定と農業の持続発展につなげる
ため、給付金を支給しました。

子ども・若者応援給付金
3億845万円

　新型コロナウイルス感染症の影響に
よる妊婦の経済的負担を軽減するた
め、妊婦１人につき10万円の妊婦特
別給付金を支給しました。

妊婦特別給付金
6,170万円

木津川市がんばる生産者応援給付金
4,099万円

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けたひとり
親や住民税非課税相当の子育て世帯を支援するため、
給付金を支給しました。

令和４年度キャンペーンのチラシ

　電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響が特に大
きい低所得世帯に対し、生活や暮らしの支援のため、
給付金を支給しました。

　新型コロナウイルス感染症や物
価高騰の影響を受ける事業者支援
と消費者負担軽減のため、対象店
舗にてキャッシュレス決済を利用
して買物をした方にその購入額に
よりポイント付与しました。

キャッシュレスサービスを活用した地域経済
活性化 1億3,102万円

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
3億355万円
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木津川市マスコットキャラクター
いづみ姫

木津川市の家計簿

266,528

122,156

23,816

35,828

給与
（市税、各種譲与税、交付金など）

親からの仕送り
（国庫・府支出金など）

ローンの借入
（市債）

貯金からの引出し
（繰入金・繰越金）

令和４年度 令和３年度市民ひとりあたりの収入
（歳入）

合　　　計

（単位：円）

448,328

252,877

133,887

33,425

18,941

439,130

63,045

91,587

64,411

27,937

48,101

40,926

74,632

12,790

食費
（人件費）

医療費、学費など
（扶助費）

光熱水費、日用品費
（物件費）

子どもへの仕送り
（繰出金）

貯金・投資
（積立金、投資及び出資金）

家の修繕・増改築費
（維持補修費、普通建設事業費、災害復旧事業費）

ローンの返済
（公債費）

町内会費、サークル活動など
（補助費等）

令和４年度 令和３年度市民ひとりあたりの支出
（歳出）

合　　　計

（単位：円）

423,429

62,608

105,668

60,319

27,877

49,518

40,869

68,566

5,313

420,738
※金額は、令和４年度と令和３年度の決算額を各年度
中１月１日時点の人口で割ったものです。

令和5年1月1日現在の木津川市全人口 80,109人
令和4年1月1日現在の木津川市全人口 79,708人

木津川市
決算のあらまし

令和４年度

木津川市の
財政状況を
わかりやすく
解説します。

木津川市の
財政状況を
わかりやすく
解説します。

令和４年度木津川市決算のあらまし
発　　行
電話番号

E -ma i l

令和5年12月　木津川市役所総務部財政課
0774-72-0501（代表）
0774-75-1202（直通）
zaisei@city.kizugawa.lg.jp
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木津川市の家計簿

収支のバランスを見て、
私たちの住むまちを
良くするために、

必要なことにお金を使う
ことが大切です。

木津川市の１年間の
収入と支出を一般家庭の家計簿に例えて紹介します。
令和４年度の一般会計決算額を市民１人あたりにすると、

約42万円のお金を使ったことになります。
わが家では、給与が約27万円で、支出は約42万円でした。
そこで、親から約12万円の仕送りを受けて、さらにローン
約２万円を借り入れましたが、まだ不足する約４万円は

貯金を引き出して、やりくりしました。
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